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2020 年 6 月 20 日 

日本読書学会通信 

2020 年度－第 1 号 

 

■新会長の御挨拶 

2020 年度より日本読書学会会長（理事長）を拝命いたしました藤森裕治です。1956 年の

創設より 64 年間にわたり、読書にかかる研究と実践を探究し続けてきた本学会が一層発展

しますように、微力を尽くす所存です。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、昨年（2019 年度）、本学会では 60 周年の記念書籍『読書教育の未来』を世に出す

ことができました。おかげさまで重版が決定し、各方面から好評をいただいております。 

その歓びもつかの間、今年度は新型コロナ感染症の広がりによって世界情勢が激変し、

これまでとは大きく異なる生活形態を余儀なくされております。そうした状況にあっても、

「読書」が人々の発達と成長、文化の継承と創造にとって、かけがえのない行為であると

いう真実に変わりはありません。いやむしろ、他者との直接的で密接なかかわりの自粛が

呼びかけられる今こそ、読書がもたらす精神世界の充実に、あらためて光をあてる時期に

来ているのだと思います。 

私事で恐縮ですが、この春より信州大学から文教大学に籍を移しました。仕事も生活も

世の中も、すべてが新しい世界に変わった中での会長という職責は、不安に押しつぶされ

そうではありました。そのような中、副会長は永く学会誌編集委員長を務めてくださった

上谷順三郎先生が、事務局長は畏友であり新たな同僚である山下直先生が、それぞれ快く

引き受けてくださいました。お二人をはじめ、新体制を構成する先生方におかれましては、

どなたも重責を快諾してくださいました。心より御礼申し上げます。 

会員の皆様におかれましては日本読書学会への一層のお力添えとご支援、学会活動への

積極的なご参加を、よろしくお願い申し上げます。 

 

■学会の新体制について 

会長（理事長） 藤森裕治       

副会長（副理事長） 上谷順三郎       

常任理事 秋田喜代美 長田友紀 甲斐雄一郎 桑原隆 

  塚田泰彦 深谷優子 福田由紀  

理事 青山由紀 足立幸子 石田喜美 井関龍太 

  岸学 島田康行 高木まさき 寺井正憲 

  荷方邦夫 平山祐一郎 藤木大介 邑本俊亮 

  山下直 山元悦子 山元隆春  渡部洋一郎  

監事 奥泉香 森田真吾     

事務局        

事務局長 山下直 
 

   

海外担当幹事 足立幸子 勝田光 吉永安里   
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広報・情報

担当幹事 

荷方邦夫 藤木大介    

常任編集委員 渡部洋一郎（委員長）    

  深谷優子（副委員長）    

  秋田喜代美 足立幸子 長田友紀 上谷順三郎 

  塚田泰彦 荷方邦夫 福田由紀 岸学 

編集委員 理事が兼任      

編集協力 Terry Joice（英文校閲）    

（理事のうち、常任理事は当該欄への記載をもってこれに代えます） 

 

■日本読書学会研究大会・発表及び一般参加募集のお知らせ 

今年度の大会は Zoom でのオンライン学会として開催することになりました。 

そのため、発表者だけでなく学会への参加は全て事前の申し込みとなります。当日の参

加申し込みは受け付けられません。学会に参加される方は、発表者以外の方も必ず事前の

申し込みをお願いいたします。 

 

1．大会について 

 日時：2020 年 9 月 22 日（火）（当日の申し込みは受け付けられません） 

 会場：Zoom でのオンライン学会として開催致します。 

発表時間：発表 20 分、質疑 5 分の予定です。発表者数などの都合で変更することがあり

ますので、事前に送付されるプログラムでご確認下さい。 

 

2．Zoom での学会参加について 

 Zoom での学会参加には、パソコンやタブレット端末があれば、原則、どなたでも参加

が可能です。（パソコンの機種によってはカメラやマイクなどの準備が必要な場合もご

ざいます。）なお、学会の視聴のみであれば、最低限スマートフォンでも可能です。ま

た、Zoom の使用に慣れていない学会員に向けて、Zoom にアクセスするためのマニュ

アルも作成する予定です。 

 

3. 学会への「参加申し込み」について 

Zoom によるオンライン学会ですので、学会の参加には事前の申し込みが必要となり

ます（発表される方も「発表申し込み」とは別に「参加申し込み」が必要です）。申し

込みにあたっては、次の①から④の情報をご連絡下さい。 

         申込締切：7月 15日（水） 

 

① メールアドレス 

② 氏名・ふりがな 

③ 所属（所属、職名） 

④ 住所、電話番号（必ず連絡の取れる番号をお書き下さい） 
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次のURLにアクセスし①から④についてご記入の上、送信して下さい。 

QR コードからもアクセスできます。 

URL：https://forms.gle/8QexNX74TLAJYuyGA 

※自動返信（受理確認）を必ず確認して下さい。メールアドレスが正し

く記入されていないと返信メールが届きません。自動返信メールがと

どかない場合には再度お申し込み下さい。 

 

4．「発表申し込み」について 

（1）発表資格：口頭発表の第一発表者は、（発表申込締切日に）本学会会員であることが

必要です。 

（2）申込方法：申込にあたっては、次の①から⑤の情報をご連絡下さい。 

        申込締切：7月 15日（水） 

次の URL にアクセスし①から⑤について記入の上、送信して下さい。

QR コードからもアクセスできます。 

URL：http://goo.gl/34f2YN  
※自動返信（受理確認）を必ず確認して下さい。メールアドレスが正し

く記入されていないと返信メールが届きません。自動返信メールがとど

かない場合には再度お申し込み下さい。 

 

（3）発表要旨集の原稿送付 

 発表申し込み者は以下の様式で要旨集の原稿を作成し、メール添付で送付して下さい。 

 

様式：A4 判、10 ページ以内。上下左右とも２センチ以上、余白をあけて下さい。 

第１ペ－ジの最初の５行を題目・所属・氏名にあてて下さい。 

    ＊送付された原稿をそのまま掲載します。 

要旨送付締切：8月 10日（月） 

    ＊この日に届かない場合は、氏名とタイトルのみ印刷となります。 

    

メール送付先：日本読書学会事務局メールアドレス info@readingassoc.site  

（事務局移転に伴いアドレスが変わりました） 

メールタイトル：「要旨集原稿」とだけお書き下さい。 

メール本文：申込者の名前、所属をお書き下さい。 

添付ファイル形式：PDF ファイル（できるだけフォント埋め込み PDF でお願いしま

す。難しい場合には word ファイル等でも結構です） 

① 題目（申込後の題目の変更はできません。ご注意下さい） 

②氏名・ふりがな 

③所属（所属、職名） 

④住所、電話番号（必ず連絡の取れる番号をお書き下さい） 

⑤共同発表者の氏名・所属（いない場合は不要） 

about:blank
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5. 参加費の納入について 

 参加費も事前の納入が必要です。期日までに以下の口座に、参加費をお振込みくださ

い。参加費の納入が期日までに完了してないと、大会 Zoom のアカウントを受け取ること

ができません（学会に参加できません）のでご注意ください。 

参加費納入の締切：8月 10日（月） 

 

参加費の振込先（学会費の振込先と同じです） 

 口座番号：00160-4-790648 

口座名称：日本読書学会 

参加費：検討中（決まり次第、HP 等でお知らせします。大会プログラム送付時にも   

ご連絡する予定です。） 

 

 

■読書科学賞の候補者推薦依頼 

  2020 年度の読書科学賞の候補者を以下のようにご推薦下さい。 

 

規定：①読書に関する科学的研究や実践に顕著な功績のあった個人または団体に対して読

書科学賞を贈呈する ②贈呈の対象は本会の会員であると否とを問わない ③候補

者の推薦は本会の会員及びその他の学識経験者に依頼する 

推薦先：推薦理由書（A4 で 1 枚程度）を学会事務局へ、メールまたは郵送でお送り下さい。

推薦理由書は、任意の形式ですが、推薦者の氏名・所属・連絡先をお書き下さい。 

締切：7 月 15 日（水） 

 

 

■学会誌への投稿について（随時募集） 

 学会誌への論文の投稿は、学会ホームページより、電子投稿システムによりお願いいた

します。査読期間は約 3 週間ですが、査読者の選定など前後の作業を含めますと 1 ヶ月前

後で審査結果をお届けできる予定です。ふるってご応募下さい。 

 

 

 

■国際学会発表支援事業について 

会員の国際学会発表に対して日本読書学会として支援するものです。支援内容は、海外

渡航費の一部について、毎年度 5 名を限度として、一人最大 10 万円を上限として支援しま

す。発表の様子は『読書科学』誌にて報告していただきます。応募方法なども含め、詳し

くは学会ホームページに全規約や申請書を掲載してありますのでご覧下さい。 
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■学会代表メールアドレスの変更について 

 事務局が新体制となったことに伴い、学会の代表メールアドレスも変更となりました。

ご登録の変更をお願いいたします。なお、学会費、学会参加費などの振込口座の変更はご

ざいません。 

（旧アドレス）jra.jimu@gmail.com 

（新アドレス）info@readingassoc.site 

 

 

■学会誌バックナンバーについて 

学会ホームページの「雑誌「読書科学」」→「バックナンバー」を開いていただけます

と、J-STAGE での公開（第 54 巻から最新号）論文だけでなく、ホームページ上で第 1 巻第

1 号から第 27 巻第 1 号までの論文もお読みいただけます。まだ全ての巻号は揃ってはいま

せんが順次アップの予定です。ぜひご活用下さい。 

 

 

■2019 年 8 月以降の新入会員 

山田直之 

高橋敦志 

木村季実子 

住田裕子 

ハヤシトモヒコ 

伊藤智里 

馬場訓子 

望月正哉 

新妻千紘 

常深浩平 

福政武彦 

村木美紀 

渡邉皆仁 

細川太輔 

竜田徹 

緩利真奈美 

山村亮仁 

石井玲子 

周藤彩 

伊藤彰 

黒川麻実 

曽田哲史 

宮本雄太 

島田絢子 
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■日本読書学会総会議事録 

日時 2019 年 7 月 28 日（日）  13 時 40 分～14 時 10 分 

会場 林野会館 604 号室 

議事（藤森副会長の進行により、丹藤理事が議長に選出され議事が進められた） 

(1)2018 年度事業報告 (2)2018 年度決算報告（＊次頁参照） (3)監査報告がまとめて審

議され承認された。 

(4)2019 年度事業計画 (5)2019 年度予算案（＊次頁参照）がまとめて審議され承認され

た。 

(6)各種委員会等報告で以下の報告がなされた。 

〈編集委員会〉（上谷編集委員長）①執筆規定の改定が報告された。②60 周年記念誌の執

筆者を査読協力者としてお願いする旨が報告された。③特集号について学会賞の受賞者を

中心に「読書科学の源流」で組むことが報告された。 

〈海外担当〉（足立・福田幹事）①国際学会発表支援事業について現時点で応募がない。

②学会ホームページにおける「海外との交流」ページの新設。③“Literacy Today”に日

本読書学会活動紹介記事が掲載された。④国際リテラシー学会へ活動報告を行った。⑤国

際リテラシー学会関連大会は次のように予定されている。第 21 回ヨーロッパ大会：2019 年

8 月 4 日（日）～7 日（水）にデンマークのコペンハーゲン、国際リテラシー学会 2019 年

度年次大会：2019 年 10 月 10 日（木）～13 日（日）にアメリカのニュー・オーリンズ、

2020 年アジア・リテラシー会議：2020 年 4 月 30 日（木）～5 月 1 日（金）にフィリピン

のマニラで開催される予定。 

〈広報・情報担当〉（荷方・藤木幹事）①学会ホームページの情報の更新作業を行った。

②学会ホームページを新ページに移行した。③読書科学誌のバックナンバーの公開を HP 上

で行った。 

〈60 周年記念論文集編集委員会〉（藤森委員長）7／22 に刊行されたことが報告された。

2019 年度の全会員に無料で一冊ずつ頒布する。会員がさらに購入したい場合には、ひつじ

書房に直接連絡し、読書学会会員であることを申し出ると、送料無料で 4000 円となる。 

（7）そのほか 来年の大会はオリンピックのため 2020 年 9 月 22 日を予定している（万一

日程を変更せざるをえない場合にはホームページで告知する）。 

 

以上 
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資料 2018 年度決算および 2019 年度予算案 

 

 

 

  

【収入】 ¥17,864,406 【収入】 ¥18,415,028

（内訳） （内訳）
ア 繰越金 ¥12,713,943 ア 繰越金 ¥14,154,928
イ 会費 ¥3,897,000 イ 会費 ¥3,150,000
ウ 賛助会費 ¥360,000 ウ 賛助会費 ¥360,000
エ 売上金 ¥668,373 エ 売上金 ¥600,000
オ 大会参加費 ¥225,000 オ 大会参加費 ¥150,000
カ 預金利子 ¥90 カ 預金利子 ¥100

【支出】 ¥17,864,406 【支出】 ¥18,415,028

（内訳） （内訳）
1 機関誌印刷費 ¥1,208,075 1 機関誌印刷費 ¥1,400,000
2 通信費・交通費 ¥528,438 2 通信費・交通費 ¥600,000
3 印刷費・消耗品代 ¥116,212 3 印刷費・消耗品代 ¥300,000
4 本部運営費 ¥642,227 4 本部運営費 ¥800,000
5 大会運営費 ¥542,620 5 大会運営費 ¥550,000
6 国際活動費 ¥85,400 6 国際活動費 ¥500,000
7 学会HP委託費 ¥147,398 7 学会HP委託費 ¥100,000
8 バックナンバー公開費 ¥183,600 8 バックナンバー公開費 ¥1,500,000
9 電子投稿年間利用料 ¥255,508 9 電子投稿年間利用料 ¥300,000

10 60周年記念書籍刊行費 ¥0 10 60周年記念書籍刊行費 ¥3,500,000
11 予備費 ¥14,154,928 11 予備費 ¥8,865,028

＊ウ　賛助会員3社 ＊ウ　賛助会員3社

＊8　第53巻3号までの アップ

＊9　年間投稿数40本での契約 ＊9　年間投稿数40本での契約

＊8　J-STAGE：第51巻1号から第53巻2号まで、学
会HP：第27巻第2号～第50巻4号まで

＊2　常任理事2回分含む

＊4　アルバイト代
＊5   奨励金、賞状代、　要旨集印刷代を含む

2018(平成30）年度　決算 2019(令和元）年度　予算案

＊イ　会員数500名（7割納入）

＊1　第61巻1号～第61巻4号＊1　第60巻2号～第60巻4号

＊イ　現在会員数462名

＊2　常任理事2回分含む

＊4　アルバイト代
＊5   奨励金、賞状代、　要旨集印刷代を含む
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■年会費納入のお願い 

本年度の年会費を郵便局でお振り込み下さい。 

口座番号：00160-4-790648 

口座名称：日本読書学会 

年会費：9,000 円 

（事務局は移転しましたが、口座番号の変更はございません） 

 

■住所の変更などについて 

 住所等、下記事項に変更が生じた場合は早めに事務局までご連絡下さい。 

① 氏名 ②住所 ③自宅電話番号 ④勤務先所在地・名称 ⑤職名 ⑥勤務先電話番号 

＊勤務先の変更についても事務局までぜひお知らせ下さい。 

ご連絡はできる限りメールでお願いいたします。 

（事務局の移転に伴い、住所とメールアドレスが変更となりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本読書学会事務局（大会関連の連絡や送付先も同じです） 

 

〒343-8511 

埼玉県越谷市南荻島 3337 

文教大学教育学部 学校教育課程 国語専修 気付 

日本読書学会事務局 

Email：info@readingassoc.site 

URL: http://www.gakkai.ac/jra/ 


